












Previous studies show that there is some acceleration of adolescent girls’ menarche.  The current study, while 
confirming this, furthermore examines an acceleration of adolescent girls’ height and weight.  A new perspective 




23（1948）年には 107.3cm、直近の平成 21(2009) 年で 115.8cmと、歴史の推移とともに６歳女子
の平均身長が伸びている。同様に、17歳女子の身長は、147.0cm、152.1cm、157.9cmとおおはば
に伸びている。図表１は、現段階での小・中・高校の入学満年齢（６歳・12歳・15歳）および高校
３年生（17歳）を対象に、明治 33年、昭和 23年、平成 21年の女子の身長の推移を示しているが、
およそ 100 年あまりの年月を経て、女子の身長は６歳で 11cm、17 歳では 10.9cmも増加している
ことがわかる。
　また、体重（女子）ではこの１世紀あまりの間に、６歳で 1.6kg 増加し、17歳では 5.9kg も増加
している（図表２）。
　図表１および図表２を俯瞰して直観的に認識できることは、第１に明治 33年と昭和 23 年では身
長・体重ともに昭和 23年の方がやや上回っているが、ほぼ同じ勾配で成長が進んでいるということ
である。第２に平成 21年のみ、他の２世代とは異なる勾配を軌跡し、６歳から 12歳にかけて他の
２世代より勾配が高く（とりわけ体重）、半面 12歳を機に 12歳から 15歳、15 歳から 17歳と勾配
が徐々に小さくなっている点である。第３に、すべての世代・身長体重両方ともに、６歳から 12歳
までがもっとも勾配が高く、続いて 12から 15 歳まで、15歳～ 17 歳までと勾配が緩やかになると
いう点である。第４に平成 21年体重での６歳から 12歳までの勾配が際だって高いこと、および明
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　ただし低年齢化の加速度は一定ではなく、1961 年から 1977 年までは急速に低年齢化が進み、




























　図表３に沿って、1967 年（注２）から 1977 年までを女子の性的成熟（初潮）の第１加速期（以
下第１加速期）、1978 年から 1987 年までを第１停滞期、1988 年から 1997 年までを第２加速期、














第１加速期 第１停滞期 第２加速期 第２停滞期 多重比較のタイプ
5歳 108.7… 109.6… 110.0… 109.9… A’
6歳 113.9… 115.3… 116.0… 115.8… A’
7歳 119.5… 121.0… 121.7… 121.7… B’
8歳 125.0… 126.5… 127.5… 127.5… B
9歳 130.5… 132.2… 133.3… 133.5… A
10歳 136.7… 138.5… 139.8… 140.3… A
11歳 143.2… 145.2… 146.5… 147.0… A
12歳 148.8… 150.7… 151.7… 152.1… A
13歳 152.4… 154.2… 154.9… 155.2… A
14歳 154.3… 156.0… 156.6… 156.7… B
15歳 155.3… 156.7… 157.2… 157.3… B
16歳 155.7… 157.1… 157.7… 157.8… B







　９歳、10 歳、11 歳、12 歳、13 歳（タイプA）においては、1961 年以降、４つの時期を経るご
とに身長が高くなっており、２つの時期の組み合わせすべて（６通り）において、より新しい時期が
古い時期を上回って身長が高い。９歳から 13歳までは、1967 年から 2008 年の半世紀あまりの間、
初潮の加速・停滞にかかわらず、身長が伸び続けていることがわかる。
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図表７　発達加速期別体重数値（単位 :kg）　および多重比較タイプ
第１加速期 第１停滞期 第２加速期 第２停滞期 多重比較のタイプ
5歳 18.2… 18.6… 19.0… 18.8… C
6歳 19.8… 20.5… 21.2… 21.2… B'
7歳 22.1… 22.9… 23.7… 23.7… B'
8歳 24.7… 25.7… 26.7… 26.8… B
9歳 27.7… 28.9… 30.2… 30.4… B
10歳 31.4… 32.8… 34.3… 34.6… B
11歳 36.0… 37.6… 39.2… 39.7… B
12歳 41.0… 42.7… 44.2… 44.7… B
13歳 45.3… 46.7… 47.7… 48.1… A
14歳 48.4… 49.6… 50.3… 50.7… A
15歳 50.5… 51.7… 52.1… 52.2… B
16歳 51.6… 52.4… 52.9… 53.2… B
17歳 52.1… 52.5… 53.0… 53.4… A
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5歳 増加 増加 減少 A' C
6歳 増加 増加 減少 A' B'
7歳 増加 増加 減少 B' B'
8歳 増加 増加 増加 B B
9歳 増加 増加 増加 A B
10歳 増加 増加 増加 A B
11歳 増加 増加 増加 A B
12歳 増加 増加 増加 A B
13歳 増加 増加 増加 A A
14歳 増加 増加 増加 B A
15歳 増加 増加 増加 B B
16歳 増加 増加 増加 B B








第１加速期 第１停滞期 第２加速期 第２停滞期
5～6歳 5.2… 5.7… 6.0… 5.9…
6～7歳 5.6… 5.7… 5.8… 5.9…
7～8歳 5.5… 5.5… 5.7… 5.8…
8～9歳 5.5… 5.7… 5.8… 6.0…
9～10歳 6.1… 6.3… 6.6… 6.7…
10～11歳 6.6… 6.7… 6.7… 6.7…
11～12歳 5.6… 5.5… 5.2… 5.1…
12～13歳 3.6… 3.5… 3.2… 3.1…
13～14歳 1.9… 1.8… 1.7… 1.6…
14～15歳 1.0… 0.7… 0.7… 0.6…
15～16歳 0.4… 0.4… 0.5… 0.5…












　図表 13および 14 に、発達加速期別の１年間の体重の増加の数値と推移を示した。体重は身長と
異なり、５～６歳から伸び率（増加率）は、急勾配で上昇し続け、10 ～ 11 歳（第２加速期、第２
停滞期）もしくは 11～ 12 歳（第１加速期、第１停滞期）増加はピークを迎え、その後再び急勾配
で増加率は下降する。
　増加率のピークは第１加速期・第１停滞期では 11 ～ 12 歳、第２加速期・第２停滞期では 10 ～
11 歳に前傾している。
図表 13　発達加速期別１年間の体重の増加 (kg)
第 1加速期 第 1停滞期 第 2加速期 第 2停滞期
5～6歳 1.6… 1.9… 2.2… 2.4…
6～7歳 2.3… 2.4… 2.5… 2.5…
7～8歳 2.6… 2.8… 3.0… 3.1…
8～9歳 3.0… 3.2… 3.4… 3.6…
9～10歳 3.7… 3.9… 4.1… 4.2…
10～11歳 4.6… 4.8… 5.0… 5.1…
11～12歳 5.0… 5.1… 5.0… 4.9…
12～13歳 4.2… 4.0… 3.5… 3.4…
13～14歳 3.1… 2.9… 2.6… 2.6…
14～15歳 2.1… 2.1… 1.8… 1.6…
15～16歳 1.2… 0.8… 0.8… 1.0…













































……１年間の身長の伸びのピークは、第１加速期・第１停滞期までは 10～ 11 歳で、第２加速期から９
～ 10歳に前傾の傾向が、同様に、体重では第１加速期・第１停滞期までは 11～ 12 歳、その後 10
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